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宇治市乳幼児教育・保育推進協議会の状況について 

 

 

全ての就学前施設が施設類型を越えたネットワークを構築することなどを目

的に、宇治市乳幼児教育・保育推進協議会を設置しましたので、委員等について

報告します。 

 

１ 委員 

(1) 学識経験を有する者 京都教育大学 准教授 佐川 早季子【会長】 

(2) 幼稚園・保育施設の従事者 

    宇治福祉園 理事長  杉本 一久【副会長】 

   こざくら幼稚園 園長 松井 明恵 

   北木幡保育所 所長  坂本 知枝美 

   神明幼稚園 園長   岩﨑 温美 

(3) 小学校の関係者 木幡小学校 校長 藤田 祥尚 

(4) 療育施設の従事者 京都府社会福祉事業団こども発達支援センター 

療育課長 中西 みき 

 

２ 協議会の担任事項 

(1) 乳幼児期の教育・保育の基本理念に関すること。 

(2) 教育・保育の質の向上及び保育士等の人材育成に関すること。 

(3) 保幼こ小連携の取組の推進に関すること。 

(4) 特別な配慮や支援を要する子どもへの切れ目のない支援につながる体 

制の構築に関すること。 

(5) その他乳幼児教育・保育の推進に関し必要があると認められる事項 

 ※(2)(3)(4)については、保幼こ小連携専門部会、発達・子育ち支援専門部会

を中心に検討 

 

３ 今後の予定 

   専門部会の開催   ６月、７月、１０月 

推進協議会の開催  ９月、１２月 

令 和 ５ 年 ５ 月 ２ ９ 日 

文教・福祉常任委員会資料 

福 祉 こ ど も 部 

教 育 部 
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乳幼児期の教育・保育の今後のあり方について 

 

 

○昨年度の経過 

 令和４年４～８月 宇治市乳幼児期の教育・保育のあり方検討委員会（全５回） 

         ８月 宇治市の乳幼児期の教育・保育の今後のあり方に関する意見書 

         ９月 宇治市公立幼稚園の今後のあり方について（宇治市教育委員会） 

         ９月 宇治市乳幼児期の教育・保育の今後のあり方について（宇治市） 

 

 

○（仮称）宇治市乳幼児教育・保育支援センターの設置 

施設類型を越えて全市的に連携・協働し、各施設での取組を共有することにより、これまで以上に、

保幼こ小連携の取組推進や人材育成など、教育・保育の質の向上を図ることが可能となると考え、そ

の仕組みづくりとして（仮称）乳幼児教育・保育支援センターを設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇スケジュール 

 

 

R5 R6 R7

支援センター準備室開設 センター開設

推進協議会の設置・検討

専門部会での検討

合同研修会の実施　など

ネットワーク構築の
仕組みづくり

（仮称）宇治市乳幼児教育・保育支援センター 

 
施設類型を越えたネットワークの構築 

（民間保育園・認定こども園、私立幼稚園、公立就学前施設、小学校、療育施設） 

 概 

要 

保幼こ小連携 

〇行事の連携など顔の見える 

関係づくり 

〇育ちと学びをつなぐための 

カリキュラムの連携 

〇要配慮児の課題の共有 

研究・研修 

〇子どもたちの状況、課題に対応 

した研究、研修の企画・実施 

〇施設類型を越えた研究・研修・ 

交流の実施 

発達・子育ちの支援 

〇要配慮児の課題の共有 

〇園訪問支援 

〇府の専門機関、 

医療機関等との連携 

 セ ン タ ー で 取 り 組 む ３ つ の 柱 

別 紙 


